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第

一

節
　
郵
　
　
　
　
　
　

便

飛
脚

に
よ

る
従
来
の
郵

便
物
逓

送
は
明
治
五
年
（
一

八
七
二
）
七
月
一
日
の
郵
便
法
施

行
に
と
も
な
っ
て
、
諸
官
庁
間

の
公
文
書

を

は
じ
め
一
般

の
書
状
書
信

も
こ

れ
に
よ
る
こ
と
と
な

っ
た
た
め
、
そ

の
施
設
と
し
て
「

郵
便
御
用
取
扱
所
」
（

後
で

郵

便
局
と

改
称
）

が
設
置

さ
れ

た
。

当
町
内
で

は
当
時
の
日
詰
新
田
二
十
九
番
戸
の
地

に
「
郡
山
郵

便
御
用
取
扱
所
」

が
、
紫
波
郡
唯
一
と
し
て
設
置
さ
れ
、
日
詰
新
田

戸
長

の
関
直
治
が
郵
便
取
扱
人
（
後
で
郵
便
局
長
）

に
発
令
、
集
配
区
域

は
日
詰
・
古
館
・
赤
石
・
彦
部
・
佐
比
内
・
赤
沢

の
旧
町
村

地
域
で
あ

っ
た
。

簡
略

に
現
在
ま
で
の
郵

便
の
変
移
を
し

め
す
と
次
の
よ
う
で
あ

る
。

明
治
　
　

四
年
（
一

八
七

乙
　

三
月
一
日
　
郵

便
切
手
発
行
。

明
治
　
　

六
年
（
一
八
七
三
）
　

四
月
一

日
　
郵

便
料
金

を
全
国
均
一
と
す
る
。

明
治
　
　

六
年
　
　
　
　
　
　

十
二
月
一

日
　
郵

便
は
が
き
発
行
。

明

治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
　

三
月
九
日
　
最

初
の
記
念
切
手
発
行
。

明

治
三
十
九
年
（
一
九
〇

六
）
十
一
月
　
　
　

年
賀
特
別
郵
便
規
則
の
制
定
。

大
正
　

十
五
年
（
一
九
二
六
）
　

二
月
三
日
　
選
挙
無
料
郵
便
規
則
の
制
定
。

刀 磑



第五編 近代 へヽ一現代

紫波郵便 局前身 のし

:設 置当時 の印（奥

羽史談No.68より）二

紫

波

郵

便

局
・
明
治

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
十
二
月
一
日
　
お
年
玉
付
年
賀
は
が
き
発
行
。

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
　
七
月
一
日
　
郵
便
番
号
制
実
施
。

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
以
降
の
郵
便
局
は

二
等
局
が
盛
岡
局
だ
け
で
、
そ
の
他
は
二

等
局
で
あ
っ
た
。
三
等
局
は
請
負
郵
便
局
と
称
し
て
そ
の
家
で
世
襲
す
る
風
が
生
じ
た
。

町
内
の
郵
便
局
の
設
置
年
月
日
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

五
年
（
一
八
七
二
）
　
五
月
。

上

平

沢

郵

便

局
・
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
十
一
月
十
六
日
。

佐

比

内

郵

便

局
・
昭
和
　
　
五
年

二

九
三
〇
）
　
九
月
十
六
日
。

赤

沢

郵

便

局
・
昭
和
　
　

七
年
（
一

九
三
二
）
　

一
月
二
十
一

日
。

日

詰

駅

前

郵

便

局
・
昭
和
　

十
三
年
（
一

九
三
八
）
　

二
月
　

十
六
日
。

古

館

郵

便

局
・
昭
和
　

十
九
年

二

九
四
四
）
　

十
月
　

十

六
日
。

乙

部

郵

便

局
・
明
治
　

十
三
年
（
一

八
八
〇
）
　

六
月
　

十
六
日
。

旧

長
岡
村
地
域
は
現

在
も
乙
部
局

の
集
配
区
域
で
あ
る
。

彦

部

簡

易

郵

便
局
・
昭
和
四
十
二
年
（
一

九
六
七
）
　

八
月
二
十
一
日
（

紫
波
局
管
轄
）
。

片

寄

簡

易

郵

便

局
・
昭
和
二
十
八
年
（
一

九
五
三
）
　

四
月
　

十

六
日
（

上
平
沢
局
管
轄
）
。

東
長
岡
簡
易

郵
便
局
・
昭
和
三
十
八
年
（

一
九
六
三
）
　

二
月
　

二
十
日
（

乙
部
局
管
轄
）
。

j∂酊



第七章　通言・放送

表

七
－

一

郵
便
料
金
の
う
つ
り

か
わ
り
（

値
段
の
風

俗
史
よ
り
・
週
刊
朝
日
編

・
朝
日
新
聞
社
刊

・
昭
和

五
六
年
三
月
）

昭
和
五

一
年
　

一
月

昭
和
四

七
年
　
二
月

昭
和
四

一
年
　

七
月

昭
和
二

六
年
一
一
月

昭
和
二
四

年
　

五
月

昭
和
二
三

年
　

七
月

昭
和
二
二

年
　

四
月

昭
和
二

一
年
　

七
月

昭
和
二

〇
年
　

四
月

昭
和
一
九
年
　

四
月

昭
和
一
七
年
　

四
月

昭
和

一
二
年
　

四
月

昭
和
　

六
年
　

八
月

明

治
三
二
年
　

四
月

明

治

二
（

年
　

一
月

明

治
　
六

年
一
二
月

明
治
　

六

年
　
四
月

年
　
　
　
　
　

月

五
〇
円

二
〇
円

二
五

ｇ
ま
で

一
五
円
（
定
形
）

一
〇
円

八
円

五
円

一
円
二
〇

銭

三
〇

銭

一
〇
銭

七
銭

五
銭

二
〇

９
ま
で
　

四
銭

一
五

９
ま
で
　

三
銭

四
匁

ま
で
　
　

三
銭

二
匁
ま
で
　
　

二
銭

二
匁
ま
で
二
銭
（

全
国
）
・
一
銭
（
市
内
）

手
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙

二
〇

円

一
〇
円

七
円

五
円

二
円

二
円

五
〇
銭

一
五
銭

五
銭

三
銭

二
銭

二

銭

一
銭
五
厘

一
銭
五
厘

一
銭

一
銭
（
全
国
）
　
半
銭
（
市
内
）

は
　
　
　

が
　
　
　

き

迦 邱



第五編 近代・現代

第

一
　
紫

波

郵

便

局

一
、
名
称
及
び
設
置
場
所
の
変
遷

明
治

明
治

明
治

明
治

五
年
（
一
八
七
二
）

七
年
（
一
八
七
四
）

八
年
（
一
八
七
五
）

十
九
年
（
一
八
八
六
）

・
紫

波
郡

日
詰
新
田
二
十
九
番
戸

に
「
郡

山
郵

便
御
用
取
扱
所

。
」

・
同
所

で
「
郡
山
郵
便
役
所
」
と
改
称
。

一
日
・
同
所

で
「
郡
山
郵

便
局
」

と
改
称
。

・
日
詰
新
田

六
十
六
番
戸

に
移
転
。

図7-1　 明治年代 の「郡 山局」 消印 の

あ る郵便手紙

明
治
　

十
九
年
（
一
八
八
六
）
　

十
月
・

日
詰
新
田
五
十
四
番
地

に
移
転
。

明
治
　

二
十
年
（
一
八
八
七
）
　

三
月
・

日
詰
新
田
八
十
九
番
地

に
移
転
。

明
治
二
十
八
年
（
一
八

九
五
）
　

七
月
・

日
詰
新
田
、
田
村
伴
五
郎
方

に
移
転
。

明
治
　

三
十
年
（
一
八

九
七
）
　

四
月
・

日
詰
新
田

二
百
五
十
番
戸

に
移
転
。

明
治
三
十
三
年
（
一

九
〇
〇
）
　

二
月
二
十
一
日
・

同
所

で
「
郡
山
郵
便
電
信
局
」

と
改
称

。

j ∂∂∂

五
月

一
月

一
月

一
月



第七章　通信・放送

明
治
三
十
六
年
（
一

九
〇
三
）

明

治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）

明

治
　
四

十
年
（
一
九
〇

七
）

大
正
　
　

二
年
（
一
九

二

一
）

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五

六
）

昭
和
三
十
八
年
（
一

九
六
三
）

二
、
業

務

取

扱

明
治
　
　

五
年
（

一
八
七

二
）

明

治
　
十
八
年
（
一
八
八
五
）

明
治
　

十
九
年
（
一
八
八

六
）

明
治
二
十
六
年
（
一

八
九
三
）

明
治
三
十
三
年
（
一

九
〇
〇
）

同明

治
三
十
九
年
（
一
九
〇

六
）

四
月
　
　

一
日
・
同
所
で
「
郡

山
郵

便
局
」

と
改
称
。

三
月
　
　
　
　

・
日
詰
新
田
六
十
一
番

地

に
移
転
。

四

月
　
　
　
　

・
同
所
で
「
日
詰
郵
便
局
」
と
改
称
。

八
月
　
　
　
　

・
日
詰
新
田
字
郡
山
駅
五
十
四
番
地
の
二

に
移
転
。

六
月
　
　

十
日
・
同

所
で
「
紫
波
郵
便
局
」
と
改
称
。

八
月

二
十

六
日
・
郡
山
駅

九
十
一
番
地

の
二

に
移
転
（
現
在
地
）
。

七
月
　
　

一
日
・
郵
便
業
務
取
扱
開
始
。

七
月
二
十
五

日
・
貯
金
業
務
取
扱
開
始
。

四
月
　

十
六
日
・
為

替
業
務
取
扱
開
始
。

六
月
　
　

一
日
・
小
包
郵
便
取

扱
開
始

。

二
月
二
十
一
日
・
電
信
業
務
取
扱
開
始
。

十
月
　
　

一

日
・
外
国
為
替
業
務
取
扱
開

始
。

三
月

明

治
四

十
三
年
（
一
九
一
〇

）
　

四
月

大
正
　
　

五
年
（
一
九

二
（

）
　

十
月

大
正
　

十
五
年
（
一

九
二
六
）
　

十
月

大
正
　

十
五
年
（
一

九
二
六
）

十
二
月

一
日

・
郵
便
振
替
業
務
取
扱
開

始
。

一
日
・
年
金
恩
給
事
務
取
扱
開
始
。

一
日
・
簡
易

生
命

保
険
業
務
取
扱
開
始
。

一
日

・
郵
便
年
金
業
務
取
扱
開
始

。

一
日

・
電
話
通
話
事
務
取
扱
開
始
。

却∂ｱ



第五 繼　近代・現代

昭
和
　
　

二
年
（
一
九
二
七
）

昭
和
　

十
二
年
（
一
九
三
七
）

昭
和
四

十
一
年
（
一
九
六
六
）

三
、
歴
　
代
　

局
　

長

関津
　
田

内
　

川

田
　

村

伊
　

藤

一
月
　

二
十
日
・
電
話

交
換

業
務
取
扱
開
始

。

八
月
　

十
六
日
・
速
達
郵

便
取
扱
開
始
。

八
月
二
十
七
日
・
電

信
、
電

話
業
務
廃
止
。

直
　

治
・
明
治
　
　

五
年

徳
兵
衛
・
明
治
　

十
九
年

康
　

蔵
・
明
治
　

二
十
年

伴
五
郎
・
明
治
二
十
八
年

儀
兵
衛
・
明
治
　

三
十
年

五
月

よ
り

一
月

よ
り

三
月

よ
り

七
月

よ
り

四
月

よ
り

第

二

上

平

沢

郵

便

局

て

名
称
及
び
主
な
取
扱
業
務
の
変
遷

明

治
三
十
五
年
（
一
九
〇

二
）

十
一
月

明

治
三
十
八
年
（
一
九
〇

五
）
　

四
月

大
正
　

十
一
年
（
一
九
二
二
）

十
一
月

昭
和
　
　

四
年
（

一
九
二
九
）
　

三
月

馬
　

場

馬
　

場

馬
　

場

北
　

条

静
・
明
治
三
十
七

年

殷

・
大
正
　
　

二
年

紀
・
昭
和
三

十
六
年

信
　

雄
・
昭
和
四
十
八
年

三
月

よ
り

八
月

よ
り

六
月
よ
り

六
月
よ
り

十

六
日
・
志
和
郵
便
受
取
所
と
し
て
設
置

。

一
日
・
志
和
郵
便
局
と
改
称
。

十

六
口

・
電
信
業
務
取
扱
開
始
（

日
詰
志
和
電
信
線
設
置
）
。

十
一

日
・
電
話
業
務
取
扱
開
始
。

即 銘
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昭
和
　
　

五
年
（
一

九
三
〇
）
　

二
月
　

十
六
日
・
電
話
交
換

事
務
取
扱
開
始

。

昭
和
三
十
一
年
（

一
九
五
六
）
　

六
月
　

十
日
・
上
平
沢
郵
便
局

と
改
称
（
現
所
在
地
・
上
平
沢
字

南
馬
場
五
番
地

の
五
）

現
局
舎
は
昭
和
四
十
年
（
一
九

六
五
）

三
月
新
築
で
局
員

は
十
八
名
、
集
配
区
域
は
旧
志
和
村
・
水
分
村
地
域
で
あ

る
。

二

、

歴
　

代
　

局
　

長

村
　

井

弥
勒
地

大
　

島

七
　

郎
・
明

治
三
十
五
年
十
一
月
よ
り

久
　

蔵
・
大
正
　

十
四
年
　

七
月
よ
り

寅
久
亟

・
昭
和
　
　

十
年
　

九
月
よ
り

第

三

佐

比

内

郵

便

局

小
田
中
　
三
　
郎
・
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
よ
り

谷
　
地
　
善
　
治
・
昭
和
四
十
九
年
　
六
月
よ
り

川
　
村
　
哲
　
才
・
昭
和
五
十
七
年
　
六
月
よ
り

昭
和
五
年
（

一
九
三
〇
）

九
月
十

六
日
「
佐
比
内

郵
便
取
扱
所
」

と
し
て
、
佐
比
内
第
一
地
割
三
番

地
に
設
置

さ
れ
、
昭
和
十
四

年

二

九
三
九
）
六
月
十
一

日
か
ら
は
電
信
・
電
話
業
務
取
扱

を
開
始
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四

口

三
月
二
十

六
日

か
ら

は
電
話
交
換

事
務
開
始
を
し
た
。
昭
和
五
十
七
年
（

一
九
八
二
）
現

在
の
局
員

は
二
名
で
あ

る
。

・
歴
代
局
長

北
　

村
　

伍
　

八
・
昭
和
　
　

五
年
　

九
月
よ
り
　

一
　
　

北
　

村
　
　
　

清
・
昭
和
二
十
三
年
　

四
月

よ
り
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第五 編　近代 ・現代

第
四
　
赤
　
沢
　
郵

便
　
局

昭
和
七
年
（

一
九
三

二
）
　一
月
二
十
一
日
、
紫
波
郡
赤
沢
村
大
字
赤
沢
第
十

二
地

割
四
十
八
番
地

の
五
字
坂
上

に
「
赤
沢
郵

便
取
扱

所
」
と
し
て
開
設
、
初
代
所

長
と
し
て
田
村
熊
太
郎
氏
で
あ

っ
た
。

昭
和
九
年
（

一
九
三
四
）

二
月
一

日
、
三
等
局

に
改
定
さ
れ
集
配

事
務
も
開

始
で
、
区
域

は
旧
赤
沢
村
地
域
で
あ
る
。

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）

六
月
十
一
日
、
電
信

・
電
話
通
話
事
務
開
始
で
、
同
年
十
月
二
十
一

日
か
ら

は
電
話
交
換
事
務
を
開
始

し
た
。

昭

和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
八
月
二
十
八
日
、
電
話
交
換
事
務
・
和
文
電
報
配

達
事
務
が
廃

止
さ
れ
、
昭
和
五
十
七
年
現

在

は
局

員
が
六
名
で
あ
る
。

・
歴
代
局
長

田
　

村
　

熊
太
郎
・
昭
和
　
　

七
年
　

一
月
よ
り

梅
　

沢
　

金
　

作
・
昭
和
　

十
三
年
　

二
月

よ
り

梅
　

沢
　

イ
　

シ
・
昭
和
二
十
二
年
　

十
月

よ
り

第

五
　
日

詰

駅

前

郵

便

局

梅
　

沢
　
金
　

作
・
昭
和
二
十
三
年
　
四

月
よ
り

梅
　

沢
　
昭
　

雄
・
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
よ
り

昭
和
十
三
年
（
一

九
三
八
）
二
月
十

六
日

に
開
設
さ
れ
、
窓

口
業
務
取
扱

い
一
切
で
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
の
局
員

は

二

名
で
あ

る
。

jθ咫



第七章　 通信・放送

・
歴
代
局
長

箱
　

崎
　

雄
　

一
・
昭

和
　

十
三
年
　

二
月

よ
り

第

六
　
古
　
館

郵

便

局

箱
　

崎
　

勝
　
紀

・
昭
和
　

五
十
年
　

八
月
よ
り

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）

十
月
十

六
日

に
開
設

さ
れ
、
窓
口
業
務
取
扱

い
で
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）

の
局
員

は
二
名
で
あ

・
歴
代

局
長

加
　
藤
　
憲
太
郎
・
昭
和
　
十
九
年

加
　
藤
　
千
　
代
・
昭
和
二
十
四
年

表
七
－

二

十
月

よ
り

二
月

よ
り

郵
便
電
信
電
話
諳
誦
（
昭
和
三
〇
年
度
）

加
　

藤
　
金
　
一
丁

昭
和
四
十
六
年
　

四
月
よ
り

紫
　
　

波

古
　
　

館

上

平

沢

志
和

簡
易

日
詰
駅
前

佐

比

内

赤
　
　

沢

郵
便
局
別

一
四

－
九一

－－
五

切
　

手

売
捌
所

一
九一言一

－－
六

郵
　

便

ポ
ス
ト

六二

詣
二
五
六

三
、
七
三
五

一
六
四

二
、五
七
二

言

二

（
七
七

特
殊
郵
便

引

受

数

（

四
六
、（

六
二

ー

一
六
五
、
呂
〔
）

―
－

―

設

、（

六
四

普
通
郵
便

引

受

数

懸
（
三－

五
、六
昌－－－四（

五

電
　
信

引

受
数

三

九
－

七六
－

―三殼

電
　

話

加
入
数

三

、
七
六
二

四
つ
二

四

七
、
六
九
二

Ｉ
四

遐

一

气

五
き

一

四
、
喬

（

市
外

通
話

発
信
度
数

一
三

、
芫

六
―

莞

、
言

七

－一
言

九
、
四
五
一

三

、
二
昆

市
外
通
話

受
信
度
数

懸
（
三

一
九
九

二
、
言

六
吾

五
七
六

言

二

四（
五

電
報
発

信
通
数

六
、
苔

二
－

三
、
三
七
七

―
－五（

四

艶

二

電
報
着

信
通
数

（

集
）

（

無
）

（

集
）

（

無
）

（

無
）

（

無
）

（

集
）

備
　
　
　

考

jθ刀
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乙
　
　

部

計

一

日

当

四量Ｉ

四
四一Ｉ

―

一
四
、
ご
三三

九

―

一
言

四
七
、
七
二
六

二
、（

苫

ｉ

二

、
七
二
二

見

二
首
一一

－

―

一（

六
、
四
三

三

一

Ｉ

一
七
四
、
七
一
四

四
七
九

－

九
、
五（

二
二
六

Ｉ

一
二
二
宜言

長
岡
地
区

の

み
に

つ
い
て

調
査

註
　
備
考
欄
中
（
集
）
は
集
配
特
定
局
（
無
）
は
無
集
配
特
定
局

表
七
－

三
　

郵
便
電
信

電
話
諸
調
（
昭
和
三
四
年
度
）

六

局
　

数

詣

切
手

売
捌
所

四二

郵
便
ポ
ス
ト

一
長
二
九
九

特
殊
郵
便

引

受

数

九（

七
、
具

二

晋

逋
郵
便

引

受

数

吾
七

電
話
加
入
数

三
二
言
四
四

市
外
通
話

受
信
度
数

三

气
一（
五

市
外

逋
話

受

信
度
数

Ξ
、
七五（

電
報
発
信
通
数

一

气
五（一
）九

電
報
着
信
通
数

Λ

昭
和
三
十
年
度
版
町
勢
要
覧
よ
り
▽

Λ
昭
和
三
十
四
年
度
町
勢
要

覧
よ
り
▽

表

七

―
四
　

鄙

信

電
信

諸

調

（

昭

和

四

五

年

一
月

一
日

～

昭
和

四

五

年

一
二

月

三

一
日

）

上
平

沢
郵
便
局

紫

波

郵

便

局

赤

沢

郵

便

局

引
受

配

達

引
受

配

達

引
受

配

達

轟（
）言
言

六吾

言
言

气
一
六『

呂

っ

气
一
苫

、
呂
（
）

回

暑
九

三

、
七
九五

晉
　
　
　
通

普
　

通
　

郵
　

便

二
、
九
六
六

四
、
七
九
三

Ξ
、
七
呂

二
七
べ
言

一
、
三

五

一
、
三
四（

特
　

殊

四
、（
）言

六
言

言

一
九
、
回
っ

二
四
、
一
回

三
百

具
五

普
　
　
通

速

達

郵

便四
九
三

七二（

一
、
九
呂

二
、
六
回 六

六

（

九

特
　

殊

三
ご
言

九
合
呂

Ξ
、四
回

言
、
三
回

一
九
五

一
、四
杏

晉
　
　
通

小

包

郵

便二
只

（
三

吾

つ

三
、
四
回

一三三
一

特
　

殊

三
聡
言
呂

六
六
き
回

）

一
、
一（

九
、
四
呂

二

三
四
、
四
回

三
、
九四
九

五
三
、六
言

普
　
　
　
逋

計

三
、
六
六
七

六
⊇

四
二

三
ご
呂

三
、（
呂

气
尭

二

ー
、
七
四（

特
　
　
殊

受

信

発

信

営

佰
発
信

受
信

発
信

電
　
　

報つ

三
四
四 つ

九
吾 つ七二

Λ
昭
和
四
十
五
年
度
町
勢
要
覧
よ
り
▽

1072



第七章 通信・放送

表
七
－

五
　

郵
便
局
の
取
扱
状
況

（

単
位
　

件
）

昭
和
言韲昌四

五
四（四

九

四
六
　
紫
　

波

上
平
沢

赤
　

沢

四
七
　
紫
　

波

上
平

沢

赤
　

沢

四（
　

紮
　

波

上
平

沢

赤
　

沢

昭

和
局

名

一

、
（

）
四

七

、

七

二

六

九
（

七

、

奕

二

ー
、

六

傴

、

一

孟

一

、

至

二

、

三

七

九

二

、
（

〕
三
（

、

二

詒―

一

、
五
（

二

、
二

荳

一
（

（
一
）
、
呂

〔

）

（

六

、

言

五

一

、
四

六
五

、

竺

〕

一

九
『

呂

（

〕

（

九

、
四

二

五

一

、

七
（

四

、（

吾

一

六
（

）
、

呂

〔

）

九
三

、
四

四

つ

引
　

受

普
　
　
　
　
　

通
１－

（

究

、

六

六

二

ー
、

九

七

三

百

二

、

吾

六

、

贔

（

）

－

一

、

三

七

气

三

二
（
一
）

六

二
（
一
）、

呂

〔

）

甘

气

曇

五

气

三

七

二

８

五

六

呂

、
〔

）宮

七

七

、

七

四

五

一

、（

一
〔

）
、

四

呂

六

ズ

）
、

呂

〔

）

（

六

、

一

四
（

）

配
　
　

達

－１

瘋

（

宕

一

四

、
（

（

一

言

三

、

七

七

六

呉

（

、

三

四

六

二
（
一
）一

、

呂

〔

）

六
（

）
、
（

〕
呂

Ξ

、
（

（

二

二
〔

）（

、
〔

）
呂

六

三

、

呂

（

〕

一
〔

）
、
〔

）
九
（

三

七

、

呂

（

）

七
二

、

呂

〔

）

一

四

、

七

七

六

引
　

受

年
　
　
　

賀
－

Ｉ

三

、
弖

九

亘

、
九
四
二

号

二
、
（

四
二

見

（

百

三

二
只

、
〔

）呂

（

二

一
）
呂

二
『

五

七
七

三

六

、
呂

〔
）

（

六
、
呂

〔
）

一

九
、〔

言

言

一
、
呂

（

）

（

九
、〔

）
呂

三

、（

四
二

配
　

達

一
四
、

ご
三

三

、
二
九
九

一

九
、
呈

（

二
三

、
三
盆

二
四

、（

九
二

－

一
七

、（

（

五

三

言

三

羆

二

罵

四
六
二

三

、

Ξ

Ξ

四
四
三

二

气

五
設

二

、
六

完
七
四
（

引
　

受

書
　
　
　
　
　留

特

殊

取

扱

逋

常

郵

便

―
－

三

、
六
尺

三
『

四

六
五

言

、（

三
（

－

二
三

、
里

二

五
二
（

六
九

一

、
三

六
七

二

七
ぷ

Ξ

昌

三

四

一

、
二

百

毛

、
二

言

五
、
奕

六

一

、
二
四
二

配
　

達

－－

二
、
晃

七

二

、
四

芫

（

、
六
（

六

－

六

、
三
里

三

、
三

皇

二

吾

五
、
七
二
三

二

、
設

六

三

回

气

（

六
五

二

、
四
七
一

三

吾

引
　

受

現

金

書

留－－

う

一
亜

（

三
、
四
一
七

二
三
、
三
三ー

ニ

、
七
三

五
、
六
六

九

三（
（

一（

、
二
五
一

参

三

四

五
二

九

一
七
、
三
七
五

五
、
三
六
六

五
九
一

配
　

達

－－

一

回

一
言

三

、
芫

五

（

、
三
六
二

ー

（

、
三

七

（

呂
言

一

（

二

九
九

一

、
呂

（

）

皿

（

七
、
一
六
七

一
、
呂

つ

一

九
五

引
　

受

普
　
　
　
　

逋

小
　
　

包
　
　

郵
　
　

便

－－

旦

、

四

二

四
（

）
、

七

六
（

）

吾

、

五

九

二

Ｉ

三

二

、
（

百

五

合

呂

三

四

七

三

、

二

六

五

五

、

呂

〔

）

四

三

二

九

、

九

言

言

合

呂

六

六

二

配
　

達

――

三

石
（

ー、
Ξ
九

豐（ｔ四
二
六

一
五
四Ξ

Ξ
Ξ

一
四
七

二
六

二（

九

一
四
二

二
七

引
　

受

書
　
　
　
　
　留Ｉ－

懸

茜

っ

四
、
五
三
二

三
、
六
三

六
ー

ニ

ぶ

ー
（

二

六
三
四

一

四
七

二
元

（

二

五（

二

三

六

二
、
九
二
っ

醫

一

一

七
五

配
　

達

△
町
制

施
行
二
十
周
年
記
念
町
勢
要
覧
・
昭
和
五
十

年
度
版

よ
り
▽
　

資
料

第

二

節
　
電
　
　

信
・
電
　
　
話

町
Ja

篶

電
信
事
業

は
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
四
月

に
東
京
・
青
森
間

の
電
信
線
が
完
成
し
、
盛
岡
電

信
局

が
開
局
、
電
話
事
業

は
明
治
四

刀 乃



第五編　近代・現代

図卜2　 日詰町電話開通の記事

（ 昭和２年１月22日）

十
一
年
（
一

九
〇
八
）
　一
月

に
盛
岡
局

の
電
話
交
換
事
務
取
扱
い

に

始
ま

っ
た
。
町
内

で
は
電
信

・
電
話

の
業
務
取
扱
い
が
次
の
よ
う

に

各
郵
便
局

で
始

め
ら

れ
て

い
る
。

第

一
　
郵
便
局
の
業
務
取
扱

て

紫

波

郵

便

局

明

治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇

）
二
月
二
十
一

日
・
電
信
業
務
取
扱

開

始
。

大
正

十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
二
月
一
日
・
電
話
通
話
事
務
取
扱

開

始
。

昭
和

二
年
（
一
九
二
七
）
　一
月
二
十
日
・
電
話
交
換
業
務
開
始
。

○

旧
日
詰
町
内
電
話
架
設

日
詰
町
内

の
電
話
架
設

に
つ
い
て
は

大
正
時
代
の
中
頃
よ
り
多

年
の
懸

案
で
、
金
子
伝
蔵
日
詰
町

長
・
馬

場
静
日
詰
郵
便
局
長
・
中

村

金
助

旅
館
主
等
の
尽

力

に
よ
り
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）

始

め

に
具
体
化
し
申
込
み
加
入
数
は
四
上

戸
を
こ
え
て
年
末

に
架
設

着

手

と
な

っ
た
。

j∂忽
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表
七
－

六

日
詰
郵
便
局
区
内

電
話
加
入

者
（
昭
和
二
年
一
月
現
在
）
’‐－

同
局

電
話
加
人
者
原
簿

よ
り
Ｉ
Ｉ
Ｉ

一

七
＝（

一
五

一
四 三 Ξ

一
一 Ξ 九

（
七 六 五 四 三 二 一 番

佐
　

藤
　

東
　

太

田
　

村
　

真
太
郎

平
　
井
　

長
　

吉

畠
　

山
　

三
太
郎

藤
　

沼
　

朝
　

人

橋
　

本
　

善
　

太

小

笠
原
　

徳
太
郎

藤
　

滝
　

省
　

三

日

詰

町

役

場

飯
　

島
　

覚
重
郎

堀
　

内
　

重
治
郎

寺
　

田
　

賢
　

治

盛
　

岡
　

銀
　

行

日

詰

警

察

署

田
　

村
　

丹
次
郎

高
　
橋
　

豊
　

治

籏
　
福
　

重
太
郎

氏
　
　
　
　
　

名

焼
酎

製
造
業

和
洋
酒
販

売
業

酒
造
業

酒
類
雑
貨
商

運
送
業

蚕
種

製
造
業

料
理
店
（
山
科
）

雑
貨
商

歯
科
医

師

菓
子
商
（

ト
ラ

ヤ
）

呉
服
商
・

太
物

海

産
物
・
木
炭
・
肥
料

青
物
商

料
理
店
（

カ
ン
カ
ラ
ヤ
）

職
　
　
　
　

業

〃
　
　
　
一
五

〃
　
　

二
二

三

〃
　
　

二
二

六

郡
山
駅
一
八

北
日

詰
三
一

郡
山
駅
五
八

東
裏
一
　一
の
九
二

北
日
詰
九
の
三
六

郡
山
駅
五
五
の
四

東
裏

二
三

〃
　
　
　一
九

〃
　
　

二

三

〃
　
　
ニ

ニ

ーの
二

〃
　
　

一
二

〇

〃
　
　

四
九
の
三

郡
山
駅
二
四
三

石
田
三
の
二

住
　
　
　
　
　

所

三
四 量 三

二 三 言 二
九

二
（

二
七

二
六

二
五

二
四

二
三 三 三 言 一

九

一
（ 番

木
　

村
　

政

太
郎

関
　
　
　

ス
　
ヶ

木
　

村
　

理
　
助

内
　
城
　

隆
　

徳

咲
　
山
　

勝
太
郎

阿
　
部
　

庄

治
郎

星
　

川
　

治
郎
吉

野
　

村
　

定
治
郎

岩
　
動
　

正
　

雄

渡

辺

材

木

店

富
岡
太
郎
左

工
門

平
　

井
　

範
　
助

大
　

森
　

金
次
郎

高
　
橋
　

良
　

治

岩
手

無
盡
株
式
会
社

川
　

村
　

勝
次
郎

氏
　
　
　
　
　

名

医
師

旅
館

呉
服
商

医
師

海

産
物
商

海

産
物
商

菓
子
種
製

造
所

呉
服

商
太
物

医

師

製
材
材
木
商

機

械
製
造
業

醤
油

製
造
業

書
籍
類
小
間
物
商

製
材
業

酒
類
販
売
業

職
　
　
　
　
　

業

郡
山
駅
ニ

ー
　一
の
六

桜
町
一
一
の
三

八

郡
山
駅
一
二

〇

の

ー

朝
日
田
二
六
五

ｙ
　
　

弋

Ｖ
、

ｚ
　
　
　

ノ

ノ

〃
　
　

二
四
一

〃
　
　

二
七
の
ィ

郡
山
駅
二
〇
三

北
日
詰
三

八

郡
山
駅
九
五

桜
町
一
一
の
三
五

〃
　
　

二
四
六

郡
山
駅
六
七

の
二

桜
町

二
二
の
七

郡
山
駅
二
四
二

向
山
九
の
三
六

住
　
　
　
　
　

所

刀 咫



第五編 近代・現代

四

七

四
六 澀 四

四
四
三

四
二

四
一 昌 三

九

三
（

三

七 奕 設

藤
　

原
　

重
　

蔵

鈴
　
木
　

徳
　

助

熊
　
谷
　

三
五

郎

松
　
岡

長
谷
川
　

鶴
　

松

日

詰

小

学

校

田
　

村
　
　
　

亮

関
　
　
　

徳

太
郎

内
　

川
　

戊
　

松

渡
　

辺
　

長
三
郎

工
　

藤
　

未
太
郎

中
　

村
　

金
　

助

鎌
　

田
　

善
　

作

材
木
商
こ
隋
仲
買
商
・
肥
料

菓
子

精
米
業

製
材
所

青
物

商
果
実

義
手
足
商

蚤
送
業
・

旅
館

青
物
商

肥
料

ｔ
塩
・
雑
貨

海
産
物

旅
館

精
米
業

〃
　
　
　
二
二

郡
山

駅
五

六

桜
町

二

三
の
五

日
詰
駅
前

郡
山
駅
二
三
三

朝
日
田
二
四
八

息

災
二
二
七

北
日
詰
九
の
三

九

〃
　
　

八

四

〃
　
　

六
七
の

ー

〃
　
　

二

七

郡
山
駅
二

四
〇

北
日
詰
九
の
三
四
の
ー

六
つ

五
九

五（ 毛 旦
（ 亞 蒻 盟 三 弖 言 四

九

四
（

日

詰

郵

便

局

岩
　

手
　

銀
　

行

菅
　

原
　

七
　

郎

盛

岡

電

気

工

業

株
式
会
社
日
詰
散
宿
所

咲
　

山
　
正
三

郎

西
　

川
　

長
　

吉

高
　

橋
　

福
太
郎

大
　

崎
　

定
　
三

鷹
　

觜
　

友
治
郎

野
　

村
　

由
太
郎

大
　

野
　

宗
　
三

赤

石

村

役

場

岩
清
水
　

安
　

蔵

洋
品
店

海
産
物
商

雑
貨
商

青
物
果
実
商

歯
科
医
師

材
木
商

米
穀
商

自
動
車
運
転
業

米
穀
商

―
繭
仲
買
商

郡
山
駅
五
〇

東
裏
九
七

〃
　
　

九

五

〃
　
　
　一
八
〇

〃
　
　

二
〇
八

〃
　
　

七
九
の
三

〃
　
　

四

六

〃
　
　

二
一
六
の
二

郡
山
駅
七
九
の
三

北
日
詰
九
の
八
一
の
一

桜
町
一
一
の
四
〇

日
詰
町

で
は
大
正

十
四

年
（
一
九
二
五
）
六
月
と
大
正

十
五

年
（
一
九
二

六
）
三
月
の
町
会
議
で
、
電
話
架
設
費
四
千

六
百
円

の
寄

付

の
議
決
を
し
個
人

の
布
設

費
は

三
百
五
十
円
、
総
工

事
費
二
万
三
千
円

で
あ

っ
た
。
加
入
者

は
赤
石

・
古
館
も
含
め
て
五
十
九
戸
、

通
話
区
域
は
県
内

の
主
な
市
町
村

を
始

め
、
八
戸
・
仙
台

よ
円
森

・
弘
前

・
黒
石
及
び
東
京
で
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
　一
月
二
十
一

日

か
ら
開
通
と
な

っ
た
。

j∂咫



第七章 通信・放送

二

、

上

平

沢

郵

便

局

大
正

十
一
年
（
一
九
二
二
）
十
一
月
十
六
日
・
電
信
業
務
取
扱
開
始
（

日
詰
志

和
間

の
電
信
線
設
置
）
。

昭
和
　

四
年
（
一
九
二
九
）
　

三
月
十
一

日
・
電
話
業

務
取
扱
開
始
。

昭
和
　

五
年
（
一
九
三
〇
）
　

二
月
十
六
日
・
電
話
交
換
事
務
取
扱
開
始
。

表
七
Ｉ

七
　
上
平
沢
郵

便
局
区
内
電
話
加
入

者
（
昭
和
二
十
二
年
一
一
月
ま
で
）

同
局
電
話
加
人
者
原
簿
よ
り
卜
Ｌ

1077

一
〇

九 八 七 六 五 四 三 二 一
番
　

号

か が

二

丁

一
〇

二

て
　

八

｝
五
こ
　
一

が μ

一
四

こ
二

四
・
五

昭

五

―
二

加
入

年
月

箱
　

崎
　

藤
一
郎

葛
　
岡
　

商
　

店

山

王

海

水

利

改
良
事
業
出
張
所

城
　

戸
　

栄
之
助

阿
　

部
　

忠
　

蔵

志
　

和
　

農
　

協

診
　
　

療
　
　

所

水
　
分
　

農
　

協

志

和

村

役

場

水

分

村

役

場

加
　

入
　

者

魚
屋

製
材
所

盛
岡
病
院
・
志
和
診
療
所

備
　
　
　
　
　
　

考

ｅ

昭
和
二
五
年
三
月
現
在
の
加
入
者
数
　

四
一
人

一
八

一
七

二
（

一
五
乙

一
五
甲

一
四

ニ
ニ

一
二

一
　一

番
　

号

二
二
・

二

二
二

・
八

二
二

・
八

二

三
こ
二

二
二
・
四

二
二

・
一

が が

二

万

一
〇

加
入
年
月

佐
　

藤
　

直
　

治

村
　

谷
　

永
一
郎

岡
　

田
　
　
　

修

鱒
　

沢
　
　
　
　
一

鹿
　
　

島
　
　

組

飯
　

岡
　

米
　

蔵

田
　

囗
　

シ

ュ

ク

斉
　

藤
　

安
　

治

大
　

野
　

貞
　

吉

加
　

入
　

者

呉
服
店

医
師

料
理
店

洋
品

店

古
物
商

備
　
　
　
　
　
　

考



第五 編　近代・現代

三

、

佐

比

内

郵

便

局

昭
和
十
四
年
（
一

九
三

九
）

六
月
十
一
日
・
電
信
・
電
話
業
務
取
扱
開
始
。
当
時

の
電
報
配
達

は
請
負
配
達

で
佐
比
内
及

び
亀

ヶ
森

の
一
部
が
区
域
で
あ

っ
た
。

昭
和
十
六
年
（
一

九
四

回

三
月
二
十

六
日
・
電
話
交
換
事
務
が
開
始
さ
れ
、
電
話
加
入
者

は
一
番
が
岩
手
石
灰
、
二
番

が
東
北
石

灰
、
三
番
が
大
佐
内
金
山

で
あ
っ
た
。

四
、
赤

沢

郵

便

局

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
六
月
十
一
日
・
電
信
・
電
話
通
話
事
務
開
始
、
同
年
十
月
二
十
一
日
か
ら
電
話
交
換
事
務
が
開
始

さ

れ
、
電
話
加
入
者
は
赤
沢
村
役
場
と
郵
便
局
だ
け
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
四
年
度
の
電
話
加
入
者
発
信
時
数
は
二
二
八
、
非
加
入
者
発
信
時
数
は
Ｉ
、
二
（

Ｉ
で
あ
っ
た
。

第
二
　
紫

波

電

報

電

話

局

昭

和
四

十
一
年
（
一
九

六
六
）
八
月
二
十
八
日
、
紫

波
町

日
詰
字
下
丸
森
一
一
一

に
局
舎
が
新
設

さ
れ
、
電
話
自
動
改
式
直
営
化

と

な
る

に
お
よ
び
、
従
来

の
紫
波
・
上
平
沢
・
佐
比
内
・
赤
沢

の
各
郵

便
局

の
電
信
・
電
話
交
換
業
務
が
廃

止
、
昭
和
四
十
七
年
（
一

九

七
二
）

三
月
か
ら
は

電
報
業
務
再
編
成

に
よ
り
電
報
配
達

業
務
は
全
面
廃
止
さ
れ
て
委
託
と
な

っ
た
。

昭
和
四
十
九
年
（
一

九
七
四
）
十
月

か
ら

は
市
内
局
番
が
六
局

サ
ー
ビ
ス
の
開
始
、
昭
和
五
十
一

年
（
一
九
七
六
）

三
月

に
は

上

平
沢
局
自
動
改
式
交
換
所
（
紫
波
町
上
平
沢
字
馬
場
二
九
の
二
）

設
置

、
昭
和
五
十
三
年
（

一
九
七
八
）

八
月

に
は
佐
比
内
局
自
動
改

jθ咫
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式
交
換
所
（
紫

波
町
佐
比
内
字
舘
前
七
五
の
七
）

を
設
置
し
て
急
増
す

る
電
話
加
人

に
対
処
。
昭
和
四

十
五
年
（

一
九
七
〇

）
三
月

か

ら
始
ま

っ
た
地
域
集
団
電

話
も
、
昭
和
五
十
三
年
（
一

九
七

八
）

十
月

の
彦
部
地
域
集
団
電
話
の
一
般
化
と
な
っ
て
消
滅
し

た
。

昭
和
五
十
六
年
（

一
九
八
一
）

十
月

か
ら

は
六
Ｄ

化
実
施

に
と
も
た

っ
て
、
市
内

は
七
二
・
七
三
・
七
四
・
七
六
局
番
、
市
外
局
番

は
○
一

九
六
番
と

な
り
、
昭
和
五
十
七
年
二

九
八
二
）
三
月

か
ら

は
閉
番

号
地
域
拡
大
で
、
盛
岡

エ
リ

ヤ
は
市
内
番

号
の
み
で
接
続

す

る
こ
と

に
な
っ
た
。
昭
和
四
十
三
年
（
一

九
六
八
）
三
月

に
一
一

二
五
の
電
話
加
入
数
も
昭
和
五
十
七
年
二

九
八
二
）
七
月
三
十
一
日

に
は
七
〇
〇
〇

を
突
破
し
、
電
報
業
務
は
盛
岡
電
報
電
話
局
へ
集
中
し
配
達
業
務
は
委
託

と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
当
局

の
営
業
区
域

は
紫
波
町
江
柄
・
栃
内
・
東

長
岡
字
上
大
平
、
下
大
平
を
除
く
紫
波
町

の
全
域

で
あ
る
。

図7-3　 電報料金表（明治 ８年）

図7-4　 電 話架 設への感謝 状（昭和 ２年）
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第五編 近代・現代

・
歴
代
局
長

皆
　

川
　

福
　

蔵
・
昭
和
四
十
一
年
八
月

よ
り

大
　

平
　

清
太
郎
・
昭
和
四
十
四
年
一
月

よ
り

作

久
山
　

馨
　

麓
・
昭
和
四
十
五
年
二
月

よ
り

酒
　

井
　

喜
三
太
・
昭
和
四
十
八
年
二
月

よ
り

表
七
―
八
　

紫
波
電
報
電
話
局
内
の

電
話
加
入
数

昭
和
四
三

二
二
こ
ニ

ー

昭
和
四
四

こ

三
こ
三

昭
和
四
五

こ
二
こ

已

昭
和
四
六

こ
三
こ

已

昭
和
四
七

こ
二
こ

已

昭
和
四
八

こ
二
こ
三
一

昭
和
四
九

こ
二
こ

已

昭
和
五
〇

二
三
こ
二
一

昭
和
五
一

二
二
こ

己

昭
和
五
二

こ
二
こ
ニ

ー

昭
和
五
四

二
二
こ

已

昭
和
五
五

こ
二
こ

三
一

昭
和
五
六
・
三

こ

已

昭
和
五
七

こ
一
丁

三
一

昭
和
五
七
・
七

こ

已

年
　
　

月
　
　

日

一
、
一
二

五

一
、
ニ

ー
七

一
、
七
六
五

气

八
八
三

二
、
〇
三

一

二

、
六
八
三

三
、
四
五

九

四
、
二
〇
二

四
、
五
六
三

五
、
七
八
一

六
、
一
四

七

六
、
四
六
二

六
、
七
一
九

六
、
九
六
一

七
、
〇
〇
〇

加
　
　
　
入
　
　
　
数

三
三
七

三
三
七

三
三
七

三
三
七

三

二
七

三
三
三

三
二
六

三
三

一

地
　
　

集

清
　

水
　
徹
　

亮
・
昭
和
五
十
一
年
二
月
よ
り

加
賀
谷
　
秀
　

男
・
昭
和
五
十
四
年
二
月
よ
り

中
　

村
　

キ
　

ミ
・
昭
和
五
十
七
年
二
月
よ
り

電
信
の
特
設

と
し
て
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

十
月
六
日
よ
り
八
日

ま
で
、
陸
軍

特
別

大
演
習
挙
行

の
た
め
に
臨
時

に
電

信
取

扱
機
関

と
し

て
、
日
詰
局
城
山

臨
時
出
張
所

が
設
置
さ
れ
た
。

電
話

に
つ
い
て

は

昭
和
三
十
九
年
（

一
九
六
四
）

に
、
町

で
は
部

落
電
話
と
し
て
十
か
所

に
連
絡
電
話

を
設
置
、
紫

波
電
報

電
話
局

で
は

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
昭
和
四

十
六
年
（
一
九
六
一
）

十
月
二
十
二
日
に
、

遠
く
離
れ
て
い
る
家
族
や
知
人

に
無
料
で
通
話
が
で
き
る
「

ふ
る
さ
と

電
話
」

を
町
公

民
館

で
行
な
っ
た
。

ま
た
、
卓
上
電
話
器
設
置

は
昭
和
二
十
二
年
（

一
九
四

七
）

十
一
月

に
日
詰
駅
前
の
丸
通
運
送
店
が
最
初
で
、
昭
和
二
十
五
年
二

九
五
〇

）

頃

の
電
話
装
置
料
は
宅
内

が
七
〇
〇
円
で
あ

っ
た
し
、
私
設
電
話
の
始

め
と
し
て
昭
和
初
期

に
日
詰
の
鈴
木
要
助
店
本
家
と
鈴
木

敬
次
郎
店
分

家
の
間
、
約
二
百
五
十
ｍ

を
裏
通

り
に
有
線
電
話
線
を
引

い
て
話
題

を

ま
い
た
。
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表
七
－

九
　

電
報
の
利
用
状
況

（
単

位
　

件

）

昭
和
三
〇

年
度

昭
和
三
四

年
度

昭
和
三

九
年
度

昭
和
四
五

年
度

昭
和
四

六
年
度

昭
和
四

七
年
度

昭
和
四
八
年
度

年
　
　
　

度

二
〇

、
七
八
七

二
二

、
二
六
七

一
五

、
九
六
一

言
一
、
七
五

九

二
一
、
一
四
八

九
、
九
六
八

九
、
六
一
　一

総
　
　
　

数

普
　
　

逋
　
　
電
　
　
報

九
、
五

八
二

ー
〇
、
七
五
八

五
、
五
五
四

六
、
二

七
九

五
、
八
三
七

三
、
三
三
四

三
、

一
一
九

発
　
　
　

信

二

、
二
〇
五

一

二

五
〇
九

一
〇
、
四
〇
七

七
、
四
八
〇

七
、
三

二

六
、
六
三
四

六
、
四
九
二

着
　
　
　

信

資
料
　

紫
波
電
報
電
話
局

Λ
町
勢
要
覧
昭
和
五
十

年
度
版

よ
り
▽

表

七
－

一

一

電
話
加
入
状
況
（
昭
和
四
六
年
一
月
一
四
日
現

在
）

表
七
ｉ

一
〇
　

電
話
の
加
入
状
況

（
単

位

件

）

昭
和
三
〇

年
度

昭
和
三
五

年
度

昭
和
三

八
年
度

昭
和
四
五

年
度

昭
和
四

七
年
度

昭
和
四

八
年
度

昭
和
四

九
年
度

年
　
　
　

度

三
二

六

五
〇
七

七
〇
一

一
、
八
八
九

二

、
六
八
三

三

、
四
五

八

四
、

一
八
三

普
逋
電
話
数

ｉｌｌ

二
（

三

一
　一
　一

二
三
七

一
四

九

公
衆
電
話
数

六
・
四

九
・
五

二

丁

九

三
二
・
四

四
四

こ
（

五
六
・

八

六
八
・
四

加
　

入
　

率

資
料
　
紫
波
電

報
電

話
局

Λ
町
勢
要

覧
昭
和
五
十
年
度
版

よ
り
▽

上

平

沢

日
　
　

詰

赤
　
　

石

赤
沢
長

岡

古
　
　

館

計

農
　
　

集

一
七
八

三

六
八

ニ

ヱ
（

ー
○
一

八
六

九
四

九

三
三

七

事
務
用

一
七
〇

一
一
九

一
一
四

七
五

六

一

五
三
九〇

住
宅
用

⊇

一

三

一

一
九

一
四九

八
六〇

公

衆

○二二〇一五〇

ボ
ッ
ク

ス
公

衆

一
、
五
七
九

百

二
七

計

一
、
九

こ
（

合
　
　
　
計

四
十
四

年
度
電
報
発
信
数
　

六
、
四
二
三

Λ
町
勢
要

覧
昭
和
四
十
五
年
度
版

よ
り
▽

刀 訂
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表
七
－

匸
一
　
電
話
の
加
入
状
況

（

単

位
　

台

）

昭
和
四
五
年

昭
和
五
〇
年

昭
和
五
一
年

昭
和
五
二

年

昭
和
五
三

年

年
　
　
　

次

て

五
四

六

四
、
五
八
二

五
、
三
二
四

五
、
五
〇
三

六
、
二

八
八

開

逋
電
話
数

一
〇
五

一
五

七

一
六
六

一
八
五

一
九
六

公
　

衆

電
話
数

―

四
二
四

四
二
三

四

一
九１

地
域
集
団

電

話

数

一
、
六
五

一

五
、

二
（

三

五
、
九

二

二

六
、
一
〇
七

六
、
四
八
四

計

六
・
二

一
八

こ
（

二

一

二

一

ニ

ー
・

九

二
こ
丁

○

紫

波

町

人
ロ

ー
○
○
人
当
り
二

般

十
地

集
）

加
　
　

入
　
　

台
　
　

数

八
・
〇

二

二

こ
（

二
四
・
四

二

五

こ
（

二
六

こ
（

岩

手

県

一
五
・
七

二
八
・
二

二

九
・
七

三
〇

こ
（

全
　
　
国

三
・
七

五
・
八

六
・
一

六
・
八

七

こ

ー

紫

波

町
人
ロ

ー
、
○
○
○
人
当

り

公

衆

電

話

台

数

二
・
九

五

こ
一

五
・
七

六

こ

一

六
・
八

岩

手

県

四

こ

三

六
・
〇

六
・
四

六
・

七

全
　
　
国

資
料
　

電
信
電
話
公
社
岩
手

電
気
通
信
部

（
注
）
昭
和
四
十
五
年
は
紫
波
局
管
内

の
数
値
で
あ

る
。

第

三
　
有
　

線
　

放
　

送

Λ
町
勢
要
覧
昭
和

五
十
四

年
度
版

よ
り
▽

紫
波
町
内

の
有

線
放

送
は

昭
和
三
十
三
年
（

一
九
五
八
）
四

月
二
十
九
日

か
ら
志
和
地
区

で
町
内
始

め
て

の
地
域
内
放
送
が
開

始

さ

れ
た
。

こ

の
放
送
施
設
は
新
し
い
農
村
建
設
の
た

め
に
、
志
和
農
業
協
同

組
合
が
工
費
七
百
九
十
二
万
円
（
内
七
十
八
万
円
か
町
助

成
・
国

庫
補
助

は
二
百

十
四
万
円
）

を
投
じ
て
開
設
、
放
送
局
の
農
協

に
は
出
力
百
五
十
ワ

ッ
ト
の
拡
声
装
置
と
四
十
回
線
交
換
器
、
各
家
庭

に
は
テ
レ
フ
ォ

ン
ス
ピ

ー
カ
が
取
付
け
ら
れ
、
ス
イ
ッ
チ
一

つ
で
全
世
帯

に
呼
び

か
け
ら
れ
る
仕
掛
け

で
、
放

送
時
間
は
午
前
五
時
か

ら
午
後
九
時
ま
で

ロ
ー
カ
ル
的

な
お
知
ら
せ
番
組
（
通
達
・
行
事
・
連
絡
・
営
長
指
導
・
天

気
予
報
等
）

を
ラ

ジ
オ
や
テ

ー
プ
レ
コ
ー

ダ
ー
で
流
す
ほ

か
、
希
望
者

に
は
電

話
器

も
取

り
つ
け
て
相
互

に
話
す
こ
と
も
で
き

た
。
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第七章　通信・放送

ま
た
、

火
災
盗
難
な
ど
非
常

の
時

は
各
家
庭
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
、
直
ち

に
農

業
協
同
組
合

に
あ

る
交
換

に
連
絡
を

と

る
こ
と
も
で
き
る
仕
組

で
あ
っ
た
。

志
和
有
放
は
じ
ま
り
の
頃
の
思
い
出

志
和
農
業
協
同
組
合

組
合
長
理
事
　
熊
　
谷
　
　
　

久

志
和
農
協
が
有
線
放
送
事
業
を
開
始
し
た
の
は

昭
和
三
十
三
年
四
月

で
あ

り
、
郡
下

は
も

ち
ろ
ん
、
県
下

で
も
早

い
方
で
あ

っ
た
。

り
っ
ぱ
な
有
線
放
送
施
設
を
つ
く
る
に
は

機
器

の
良

い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切

で
あ
る
が
、
ど
こ
の
工

事
会
社
が
実
際

の
工

事
を
担
当

す
る
か
が
よ
り
大
事
で
あ
り
、
こ
こ

に
重
点

を
置

い
て
、

メ
ー
カ

ー
と
し
て
当
時
定
評

の
高
い
五
社

の
中
か
ら
日
立
製

作
所

が
選

定
さ
れ
た
。

総
工

費
は
八
三
七
万
円
、
加
入
者
負
担
は
米
一

俵
分

に
相
当

す
る
四
千
円
で
あ

っ
た
。
二
月
七
日
着
工

し
て
、
三
月
末

に
は
完

成
、
落

成
式
は
四
月

二
十

九
日
、
創
立
十
周
年
記

念
式
典

と
併

せ
挙
行

さ
れ

た
。

と
く

に
電
柱

に
は

山
王
海

ダ
ム
の
奥
の
国
有
林
か
ら
檜
材
を
払
下
げ
て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
当

時
の
組
合
長
松
岡

松
蔵
氏
が
「
総
檜
づ
く
り
は
伊
勢

の
皇
大
神
宮
と
、
志
和
の
有
線
放
送
だ
け

だ
」
と
自
慢
の
種
の
一
つ

に
し
て
い
た
も
の
だ
。

ま

た
、
そ

の
建
柱
作
業

は
組
合
員

が
平
均
四
日
位
勤
労
奉
仕
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
春
先
と

は
い
え
残
雪
の
あ

る
道
路
ば
た
や
田

ん

ぼ

に
、

各
農
事
実
行
組
合
が
分
担

し
て
、
競
争

の
よ
う

に
次
々
と
柱
が
建

て
ら
れ
て

ゆ
く
情
景

は
ほ
ほ
え
ま
し
く
、
壮

観
で
も
あ

っ
た
。

工

事
の
設

計
監
督

は
志
和
生
れ
の

村
上
佳
次
氏
（
現
東
北
有
放
興
業
株
式
会
社
取
締
役
社
長
）
、
工
事
会
社
の

現
場
責
任
者

に

仙

台
市

の
日
本
電

気
興
業
株
式
会
社
板
橋
節
朗
氏
（
現
取
締
役
部
長
）
が
泊
り
込
み
で
当

た
り
、
私

は
当
時
専
務
理
事
で
、
と
も
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に
三
十
歳
を
超
え
て
間

も
な
い
年
輩
、
血
気
と
意
気

に
燃
え
て
い
た
。
そ

し
て
組
合
員

も
建
設

に
心
を
合
わ
せ
、
期
待

に
隕
を
輝

や
か
せ
な
が
ら
、
喜

々
と
し
て
奉
仕
作
業

に
取

り
組

み
、
村
中

に
活
気
が
み
な
ぎ

っ
て
い
た
。

い
ざ
利
用
開
始

と
な
る
と
、
当
時
公

社
電
話
も
ご
く
少

な
か
っ
た

こ

と

か

ら
、
も
の
珍
ら
し
さ
も
手
伝

っ
て
通
話
申
込

が
殺

到

、
と
く
に
朝
夕

は

父
換
機
の
能
力
を
超
え

る
利
用
か
お

り
、
翌
年
交
換
機
を
増
設
し
て

い
る
。
そ

の
頃
の
施
設

は
秘
話
装
置

が

な
か

っ
た
の
で
、
回
線
内

の
通
話
を
傍
聴
す
る
こ

と
を
楽

し
み
と
す

る
老
人
が
居
た
り
、
小
、
中

学
生

た
ち
の
遊
び
道
具

に
さ
れ

た
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
問
題

が
あ

っ
た
が
、
な

に
分
歩

か
な
け
れ
ば
用

を
た
す
こ
と
の
で
き

な
い
時
代
だ

っ
た
だ
け

に
、
そ

の
便
利

さ
は
筆
舌

に
尽

く
せ
な
い
程
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

お
知
ら
せ
番

組
の
効
用

も
回

覧
板

と
歩
い
て
の
お
触
れ
し
か
な
か

っ
た
当

時
の
こ
と
で
、

ま
さ
に
画
期
的
な
成
果

を
挙
げ
、
組
合
員

の
農
協
の
存

在
を
強
く
印
象
づ
け

る
に
大
切

な
役
割
を
果

た
し

た
。ま

た
、
当
時
は
何
時
間

か
自

主
番
組
を
放
送
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
て
、
と
き

に
は
自
作
の
ド
ラ
マ
な
ど
も
放

送
し

て
い
た
。
志
和
農
協
で
は
こ

う
し

た
電
話
と
放
送
一
切

の
業

務
を
男
女
二
名
づ
つ
四
名
の
職
員

で
担
当
し
て
い
た
が
、
町
内
他

農

協
で
も
っ
ぎ
つ
ぎ
と
有
放
業
務

が
開
始
さ
れ
、
町
内
有
放
担
当
職
員
が
共
同
し
、
分
担
し
て
番
組

を
作
成
す
る
よ
う

に
な
り
、
そ

の
作
品
が
年
々
全
国
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
、
や
が
て
紫

波
町
有
放
連
か
発
足

す

る
足

が
か
り
と

な

っ
た
。

い
ま
で
も
組
合
員
が
建
柱
作
業

に
励

ん
で

い
る
情
景
、
職
員

が
使
命
感

に
燃
え
て
、
ド
ラ
マ
放

送
等

に
熱
中
し
て
い
る
姿

が
、

あ
り
あ
り
と
懐
し
く
、
思
い
出

さ
れ
る
。

（
「
有

線
二
十
年
の
あ
ゆ
み
」

よ
り
）

赤
石
地
区
で

は
昭
和
三
十
四
年
（
一

九
五

九
）
三
月
一
日
か
ら
、
全
戸
八
百
三
上

戸
の
内
四
百

九
十
七
戸
が
加
入
し
て
放

送
が
開
始

さ
れ
た
。
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放
送
路
線

は

全
長
約

二
〇

キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
赤
石
農
協
内

の
放

送
室

に
は

Ｌ
Ａ
Ｉ

一
、
〇

一
一
型
拡
声
器
・

セ
レ
ン
整
流
器
・

充
電
器
・
テ

ー
プ
レ
コ

ー
ダ

ー
・

レ
コ
ー
ド

ー
プ

レ
ー
ヤ

ー
が
備
付
け

ら
れ
、
総
工
費

は
五
百
四
十
八
万
円
（
内
国
辜
補
助
が
百
四
十

万
円
・
町
費
で
五
十
三
万
円
）

で
、
加
入
者

は

二
戸
三
千
五
百
円

の
負
担
を
、
放

送
時
間

は
朝
六
時

か
ら
夜
九
時

ま
で
で
そ
の
間

に
三

十
分
間

ず
つ
約

六
回
の
通
話
時
間

が
設
け

ら
れ
た
。

水
分
地
区
も
、
同

年
四
月
一

日
か
ら
放

送
が
開
始
さ
れ
工
費
は

二
百

九
万
円
で
あ

っ
た
。

東
部

地
域

の
有
線
放
送
は

昭

和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）

四
月
十
日
か
ら
、
佐
比
内
・
彦
部
・
赤
沢
・
長
岡
地
区

の
千
二
百
世
帯

に
放
送
開
始
、
工

費
一
千
八
百
万
円
（
内
国
庫
補
助
三
百

三
十
三
万
円
・
町
費
百
八

十
万
円
・
個
人
負
担
千

二
百
八
十
七
万
円
）
で
あ

っ
た
。

古
館
地
区

は
昭

和
三

十
六
年
（
一
九

六
一
）
　一
月
二
十
九
日
か
ら
加
入
者
三
亘

戸

に
工
費
三
百
六
十
万
円

で
放

送
開
始

さ
れ
、
日
詰
地
区

は
古
館
の
有

線
放

送
延
長
と

し
て
、
昭
和
三
十
九
年
（
一

九
六
四
）
八
月
十

二
日

か
ら
加
入
者
百
七
十

二
戸
に
工

費

二
百
八
十
二
万
八
千
円
（
内
町

補
助

二
十
五
万
円
）
、
個

人

負

担
は

二
戸
一
万
五

千
円

で
開
始

さ
れ
た
。

こ
こ

に
町
内

全
域

に
有
線
が
張

り
め
ぐ
ら

さ
れ
る
こ
と

に
ょ

っ
て
、
町
内
一
本
化

ダ
イ
ヤ
ル
化

の
必
要
が
望
ま
れ
、
七
農
協

合
同

の
有
線
放

送
連
合
会
が
発
足

し
、
局

舎
を
紫

波
町

日
詰
字
座

員
九
四
の
一

に
設
置
、
総
工

費
二
億
一
千
二
百
九
十
五
万
円

（
借
人
金
一
億
三
千
万
円
・
町

補
助
一
千
九
百
万
円
＝

十
年
間

に
、
加
入
者
一
万
円

＝

新
規
一
万

五
千
円
で
ま
か
な
う
計
画
）
利
用

者
の
月

額
負
担
五
百
円

で
、
昭
和
四

十
四
年
（
一

九
六
九
）
十
月

か
ら
本
放
送
が
開
始
さ
れ
た
。

図7-5　 昭和４４年頃の有線アナウンサ ー

遲 酊



第五 編　近代・現代

昭
和
五
十
七
年
（

一
九
八
二
）
十
月
現
在

の
有
線
放
送
電
話
加
人
数
は
五
千
十

五
で
あ

る
。

表
七
－

匸
二

晨
協
別
開
設
年
月
日
及
び
加
入
の
推
移

志
　
　

和
　
　

農
　
　

協

赤
　
　

石
　
　

農
　
　

協

水
　
　

分
　
　

農
　
　

協

紫
　

波
　

東
　
部
　

農
　
協

（

東
部
中
央

農
協

事
業
加
入
）

古
　
　

館
　
　

農
　
　

協

（
日

詰

農

協

事

業

加

入
）

紫
　

波
　

町
　
有
　

放
　

連

農
　
　
　

恊
　
　
　

名

昭
和
三
三
年
四
月
二
九
日

昭
和
三
四
年
三
月
一
日

昭
和
三
四
年
四
月
一
日

昭
和
三
五
年
四
月
一
〇
日

昭
和
三
六
年
一
月
二

九
日

昭
和
四
四
年
一
〇
月
一
日

開
　
設
　

年
　
月
　
日

日

立
製
共
電
式
六
〇
回
線
一
五
〇
Ｗ

〃
　
　
　
　
　

五
〇
回
線
一
〇
〇

Ｗ

〃
　
　
　
　
　
　
四
〇
回
線
　

〃

本
所
日
立
共
電
式
六
〇

回
線
一
五
〇
Ｗ

赤
沢
支
所
日
立
共
電
式
三
〇

回
線
一
〇
〇
Ｗ

佐
比
内
支
所
日
立
共
電
式
三
〇
回

線
一
〇
〇
Ｗ

日
電
製
共

電
式
五
〇

回
線
一
〇
〇
Ｗ

日
電
製
Ａ
型
自
動
交
換
機
七
〇
〇
回

線
一
三
五
〇
Ｗ

説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明

加
人

の
推
移

日
　

詰

古
　

館

水
　

分

志
　

和

赤
　
石

彦
　

部

佐
比
内

赤
　

沢

長
　

岡

計
地
　

区

ＩＩＩ

七
九
八ｊｊｊｌＪ

七
九
八

三

三
年

Ｉ－

五

〇
〇

八
〇
二

五

八
七－―－Ｉ

一
、
八
八
九

三
四
年

一
七
〇

三

六
〇

五
一
〇

八
〇
五

六
〇
〇

四
〇
三

三
四
〇

三
六
〇

三

七
〇

三

、
九
一
八

三
五
年

一
七
五

三
六
五

五
二
〇

八
二
〇

六
三
〇

四

一
〇

三
四
五

三

六
〇

三
七
五

四

、
〇
〇
〇

四
〇

年

二
四

一

三

九
〇

五
三
〇

九
七
五

七
二

八

四
四

八

三
五
四

三
七
一

三

九
〇

四

、
四
二

七

四
五

年

四
三
九

四

一
五

五
四
五

一
、
〇
⊇

一

八
五
〇

四
五
八

三
六
五

三
七
九

四

一
〇

四
、
八
八
三

五
〇

年

四
四
〇

四

二
（

五
四

七

一
、
〇
二
五

八
五

六

四

六
一

三

六
五

三
七

九

四

一
二

四

、
九
〇

一

五
三

年

j 昭 ∂



第七章　通信・放送

第

三

節
　

ラ
　
　
　
　
　ジ
　
　
　
　
オ

我

が
国

で
ラ
ジ
オ
放

送
が
開
始
さ
れ
た
の
は
東
京

に
お
い
て
、
大
正
十
三
年
（
一

九
二
四
）
三
月
二
十
二
日
で
、
大
正

十
四

年
に
仙

台
放
送
局

が
出
来

る
に
お
よ
び
町
内
の
有
志
関
心
者

は
競

っ
て
ラ

ジ
オ
聴
取

に
懸
命

で
あ
っ
た
と

い
わ
れ

る
。
そ
の
内

の
一
人

、
日
詰

字
郡
山
駅

二
六
〇
番
地

の
鈴
木
要
助

は

真
空
管
四
こ
付

の
受
信
機

の
据
付
聴
取
申
請
を
し
て
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

九
月

に
許

可
を
受
け
た
。
当
時
の
受

信
料
は

二
か

図7-6　 私設無線電信許可書（昭和２年）

月
で
一
円
で
あ

っ
た
。

昭
和
十
三
年
（

一
九
三
八
）

八
月

に

は

出
力
五
〇
〇
Ｗ

の
中
波
ラ

ジ
オ
局

と
し
て

盛
岡
市
上
田

に
盛
岡

送
放
局

が

開
局

し
、
当
時

の
受
信
契
約
数
は
県
下

で
二
万
余
で
受
信
料

は
一
か
月
五
十
銭

で
あ

っ
た
。

昭

和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）

か
ら

は
第
二
放
送
が
開
始

さ
れ
、
県
下

の
受

信
契
約
数
は
十
万

余
で
、
翌
年

か
ら
は

受
信
料
が
郵
便
局
委
託
集
金
納
付
と
た

っ
た
。

圃 腔



第五 編　近代・現代

町
内

に
お
け

る
受
信
契
約
数

は

合
併
当

時
が
四
〇
七
七
（
八
〇

・
七
％
）

で
、
昭

和
三
十
四

年
（
一
九
五
九
）

に
は
四

、
六
六
二

（

八
八
・
八
％

）
と

な
り
、
昭
和
二
十
八
年
（
一

九
五
三
）

か
ら

は

民
間
放

送
「
ラ

ジ
オ
岩
手
」

も
放

送
を
開
始
、
昭
和
三
十
八
年

（

一
九
六
三
）

か
ら
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
Ｆ
Ｍ
放

送
も
開
始

さ
れ
、
携
帯
ラ

ジ
オ
受
信
機
の
便
利

さ
と
共

に
そ

の
聴
取
普
及
が
著
し
く
向
上

し

た
。町

内

の
各
地
区
別

の
昭
和
二
十
年
（
一

九
四

五
）

か
ら
昭
和
三
十
四
年
（

一
九
五
九
）

ま
で
の
年
次
別

の
普
及
を
町

勢
要

覧

に
よ
る

と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

表
七
―
一
四
　

ラ

ジ
オ
聴
取
状
況

Λ
村
・
町
勢
要
覧

よ
り
▽

昭
和
三
四
年
三
月
三
一
日

昭

和

三

〇

年

四

月

一

日

昭
和
二
九

年

昭
和
二
八
年

普
及
率

（

％

）

世
帯
数

（
戸
数
）

普
及
率

（

％

）

世
帯
数

（
戸
数
）

普
及
率

（

％

）

世
帯
数

（
戸
数
）

普
及
率

（

％

）

世
帯
数

（
戸
数
）

（

七
こ（

六
六
六

七（

エ
（

蒻
五

日
　

詰

七
九・
五

三
四
五

（
一
八

俎
（

九三
こ 三

七
九

古
　

館

九四
心

四（
七

七
七こ

三
九三

水
　
分

（
（

八
九四
九

（
つ

（

Ξ

志
　

和

（
二
心

六
七四

七
九
こ（

六
Ξ

赤
　
石

九三
四
六三

七
三
こ

四つ
七

彦
　

部

（

九

三
四つ

七
毋
四

垂
（

（
つ

言（

佐
比
内

九
二
・
九

三（
一

（

丁
九

三
四
つ

七二
占

二
九
九

赤
　

沢

九
六
・
七

三
五
七

九
六
袁

畳
七

九
基
七

設
七

長
　

岡

（
（

八

四
、
六
六
二

（
〔
）右

四
、
宕
七

計
・

迦 韶



第七章 通 信・放送

第

四

節
　

テ
　
　
　

レ
　
　
　

ビ

我

が
国

の
テ

レ
ビ
は

昭
和
二
十
八
年
（
一

九
五
三
）
二
月

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ

に
よ

っ
て
放

送
が
開
始

さ
れ
た
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

盛
岡

放
送
局

で

は
町
内
志
和
地
区

の
新
山

に
テ
レ
ビ
放
送
所

を
設
置
し
、
昭
和
三
十
三
年
（
一

九
五
八
）
十
二
月
二
十
八
日
よ
り
放
送
を
開

始
し
た
。

新
山

で
の
発
信

の
方
法
は
　

マ
イ
ク

ロ
ウ
ェ
ー
ブ
を
使
い
仙
台
や
盛
岡

放
送
局

か
ら
発
信

さ
れ
て
き

た
電
波
を
受
け
て
、
こ
れ
を
増

幅
中
継

を
し
一
般
家
庭
の
受
像
機

に
発
信
を
す
る
も
の
で
、
新
山
を
中
心

に
半

経
四
〇

キ
ロ

メ
ー
ト
ル
（
南

は
北
上
市
・
北

は
沼

宮
内

付
近
）

ま
で
が
電
波
の
供
給
範
囲
で
あ
っ
た
。
カ
ラ

ミ

ア
レ

ビ
は

昭
和
三
十
九
年
（
一
九

六
四
）
放

送
開
始
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
の
年
で
も
あ

っ
た
。

本
県

初
の
民
間
放
送
「
岩
手
放
送
」
（
Ｉ
Ｂ
Ｃ
）

は
局
舎

を

新

山

に
完
成
さ
せ
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）

九
月
一

日
か
ら
放

送
を
開
始

、
ア
ン
テ

ナ
の
高
さ

は
山
の
標
高
と
合
せ
て
五
九
九

メ
ー
ト
ル
・
映
像
三
キ

ロ
ワ

ッ
ト

二

日
声
一
、
五
キ

ロ
ワ
ッ
ト
で
、
昭

和
四
十
一

年
（
一
九

六
六
）
年

か
ら
カ
ラ

ー
化

の
放

送
開
始
と
な

っ
た
。
ま
た
、
民
間
放

送
「
テ

レ
ビ
い
わ
て
」
（
Ｔ
Ｖ
Ｉ
）
も

昭

和

四
十
四

年
（
一

九
六
九
）
十
二
月

か
ら
放
送
を
開
始

し
た
。

テ
レ
ビ
の
受
信

料
金

は
次

の
通
り
で
あ
る
。

・
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
　

三
か
月
で
九
〇
〇
円

・
昭

和
三
十
六
年
（
一
九
六

匸
　

二
か
月

で
六
〇
〇
円
　

前
納
割
引

制
辛
口
座
振
替

に
よ
る
納
付
も
始
ま

っ
た
。

・
昭
和
四

十
三
年
（
一
九
六
八
）
　

普
通
は
二
か
月
で
六
三
〇
円

、
カ
ラ

ー
は
二
か
月
で
九
三
〇
円

・
昭
和

五
十
五
年
（
一
九
八
〇

）
　

普
通
は
二
か
月
で

Ｉ
〇

四
〇
円

、
カ
ラ

ー
は
二
か
月
で
一
七

六
〇
円

町
内

に
お
け

る
テ

レ
ビ
受
信

の
状
況

は
次
の
通
り
で
あ

る
。

j∂卯



近代・現代第五編

表
七
－

一
五
　

テ
レ

ビ
受
信
者
状
況
（

昭

和

三

四

・

八

・

一
〇

現

在
）

－

所

有

台

数

受
信
世
帯
数

普
　

及
　

率

三
〇
五

三
〇
五

五
・
八

総

計

五
五

五
五

三

こ
二

小

計

東
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部

八八

二

・
一

佐
比
内

九九

二
・
二

赤
　
沢

一
九

一
九

五
・
一

長
　
岡

一
九

一
九

三
・

八

彦

部

一
二

九

一
二

九

六
・
四

小

計
中
　
　
　
　
　
　
　

部

五

一

五

一

六

こ

三

赤
　
石

五

九

五

九

七
・

七

日

詰

一
九

一
九

四
・
四

古

館

二

二

二

二

七

こ
（

小

計 西
　
　
　
　
　

部

三
〇

三
〇

五
・

八

水
　
分

九
一

九

一

八
・
五

志
　
和

表
七
―
一
六
　
町
内
テ
レ
ビ
受
像
台
数
表
（
昭
和
三
七
・
三
こ
二

現
在
）

受

像

台

数

普
及
率
（
％

）

一
、
八
一
九

三

四

こ

ー

総
　
　

計

三

三
一

四
一
丁

六

日
　

詰

⊇

二
〇

五
一
・

七

古
　
　

館

一
四
九

二

八
・
八

水
　
　

分

三

二
〇

三

丁

二

志
　
　

和

三

一
九

三
七
・
〇

赤
　
　

石

一
八
〇

三
五
・
二

彦
　
　

部

九
〇

二

三
・
五

佐

比

内

七
五

一
八

こ
二

赤
　
　

沢

一
一
四

三
一
・
〇

長
　
　

岡

七
Ｉ

一
七
　

テ
レ

ビ
の
普
及

状
況

Λ
町
勢
要
覧

昭
和
三
十
四
年
度
版

よ
り
▽

Λ
町
勢
要

覧
　
昭
和
三
十
七
年
度
版
よ
り
▽

昭
和
五
〇

年

昭
和
五
一
年

昭
和
五
二
年

昭
和
五
三
年

年
　
　
　
度

八
〇
〇

五
八
九

五
七
〇

四
一
二

普
逋
契
約
数

テ
　

レ
　

ビ
　
契
　

約
　
数

五
、
〇
五

七

五
、
三
八
五

六
、
四
二
三

五
、
七
三

九

カ
　
ラ
　
ー

契

約

数

五

、
八
五

七

五

、
九
七
四

六
、
九
九
三

六
、
一
六
〇

計

九
五
・
五

九
四
・

八

コ

○

エ
（

九
六
・

九

紫

波

町

テ
　

レ
　

ビ
　
普
　

及
　

率
（
％

）

八
七
・

一

八
五
・
〇

八
五
・
八

八
六

こ
二

岩

手

県

八
二

こ
（

七
九
・
八

七
九
・
七

全
　
　

国

八
一
丁

四

八
五
・
四

一
〇

一

こ
（

九
〇

二
二

紫

波

町

カ

ラ

ー

テ

レ

ビ

普

及

率
（
％

）

七
一
・
五

七
三
・
八

七
七

こ

一

七
九
・
一

岩

手

県

六
九

こ
二

六
八
・
七

七
〇
・
一

七
一

こ
（

全
　

国

資

料

（

注

）

日
本
放
送
協
会
「

放
送
受
信
契
約
数
統

計
要

覧
」

各
年
と
も
年
度
末
現
在
。

Λ
町

勢
要

覧
　
昭
和
五
十
三
年
度
版
よ
り
▽

刀 卯
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・
昭
和
三
十
四

年
（
一
九
五
九
）

・
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七

八
）

第

五

節
　

電
　
　
　
　
　
　

気

三
〇

五
台
（

普
及
率

が
五
・
八
％

）

普
通
は
四
二
一
台
・
カ
ラ

ー
は
五
、
七
三
九
台
（

普
及
率
九
六
・
九
％
）

岩
手
県
内
最
初

の
電
気
会
社
が
創
立
し
た
の
は
明
治
三
十
七
年
（

一
九
〇

四
）

七
月

で
、

盛
岡
電

気
株
式
会
社
が
資
本
金
十
万
円

で

梁
川
発
電

所
に

二
（
Ｏ
Ｋ
Ｗ

を
起
し
、
開

業
の
翌
年

に
は
主
に
盛
岡
市
内
の
二
百
戸
ぐ

ら
い
に
電
灯

を
つ
け

た
が

二
戸
当
り
五
円
ぐ

ら

い
の
権
利
金
が
必
要

で
贅
沢
品

に
近

か
っ
た
。

明
治
四
十
年
（
一

九
〇
七
）

に
は
当
社
が
、
梁
川
発
電
所
第

二
期
工
事
で
一
八
〇
Ｋ
Ｗ

に
増
加
し
、
同
四
十
五
年
（

一
九
一

二
）

に

図7-7　 電柱建設 の許可議案

葛
根
田
川

に
第

二
発
電
所

を
設
け

六
七
〇
Ｋ
Ｗ

の
発
電

能
力
、
需
要
戸

数
一

四
〇
〇
戸

で
約

九
〇
〇
〇
灯

に
伸

び
た
。
当
町
内

の
電
灯
付
設

は

大
正
三
年
（

一
九
一

四
）
三
月
二
十
四
日

に
日
詰
町
議
会

に
お
い
て
、
盛
岡

電
気
株
式
会
社
取
締
役
会
長
・

金
田
一
勝
定

ま
り
提
出

さ
れ
た
「
電
気
供
給
営
業
の
目
的
に
よ
る
町
内
里
道

の

土
地

に
電
柱
建
築
の
使
用

許
可
願
」

が
承
認
可

決

さ
れ

た
し
、
電
灯
拡
張
架
線
等
の
工

事
に
つ
い
て
関
係
あ

る

町
村
も
日
詰
町
議
会
の
よ
う

に
審

議
承
認

さ
れ

た
で
あ

ろ

う

。

j 卯j



第五編 近代・現代

岩
手

日
報

紙
の
大
正
三
年
（

一
九
一
四
）

五
月
十
五
日
付

の
記

事
に
、
盛

岡
電
気
株
式
会
社
の
紫
波
郡
方
面
拡
張
工
事

は
、
盛
岡

・
日
詰
間
の
架
線
が

終
了
し
、
日
詰
・
石
鳥
谷
線

な
ら

び
に
志
和
線

は
架
線
工

事
中

、
日
詰
・
大

迫
線

は
電
柱
工
事
中
、
日
詰
町

は
屋
内
取
付
工
事
中
で
各
種
灯

四
〇
〇

個
、

志
和
村

は
一
五
〇

個
の
点
灯
申
込
み
と
の
こ
と
。
六
月
三
日
付
の
記
事
に
は

拡
張
工
事

が
着

々
と
進
行
し
古
館

・
日
詰
・
赤
石
・
彦
部
・
佐
比
内
の
各
町

村
へ

の
送
電
工
事
が
全
部
竣
工

し
、

六
月
二
日
よ
り
点
灯

開
始
し
地
方
民
の

喜

び
一
方

な
ら
ず
と
報
道
さ

れ

て

い

る
。
ま

た
、
七
月
十
四
日
付
の
記
事

に
、
十
三
日

に
日
詰
町
紫
明

閣

に
お
い
て
電

気
開
業
式
が
挙
行
さ
れ
、
祝
宴

の
余
興

と
し
て
東
華
団
活
動
写
真
会
が
あ

っ
た
。
十
五
日

に
は
志
和
の
上
平

沢
小

学
校
で
も
開
業
式
が
行
わ
れ

る
と
あ
る
。

当

時
の
電
灯

料
は
日
詰
町
予
算
書

に
よ
る
と
、
五
燭
光

が
一

か
月
四
十
五

銭
・
十
燭
光
が
一

か
月

六
十
五
銭
で
あ

っ
た
。

図7-8　 東北配電ＫＫ 日詰営業所 、左隣は

日詰郵便局（ 昭和14年 頃）

大
正

後
期

に
な
っ
て
盛
岡
電
気
株
式
会
社

は
花
巻
・
釜
石

こ

遠
野
三
電

気
会
社

を
合
併
し
盛
岡
電
気
工
業
株
式
会
社
と
な
り
、
昭
和

期

に
入

る
と
平
館

の
岩
手
水
力
・
秋
田
県

の
秋
田
電
力
・
宮
古
電
気
等
と
合
併

し
、
盛
岡
電
灯

株
式
会
社
と
な
っ
た
。

昭
和

十
二
年
（
一
九
三
七
）
以

降
は

電
力

事
業

に
国
家
的
強
力
統
制
が
加
え
ら
れ
、
配

電
区

域
の
整
理
統
合

を
図
り
経
営
採
算
の

不
均

衡
を
是
正

し
業
態

の
改
善
・
料
金
の
統
一

を
促
進
し
、
農
村

に
お
け
る
電
気
事
業

の
普
及
改
善
等
が
講
じ
ら
れ

る
に
至
っ
た
。
盛

岡
電
灯
株

式
会
社
は
刈
屋
電
気
の
譲
り
受
け

を
は
じ

め
、
岩
泉
電
気
・
小
川
電
気

二
二
陸
水
電

・
九
戸

水
力
・
花
輪
組
合
電
気
と
の
合

併
あ
る
い
は
買

収
を
し
て
奥
羽
電
灯
株
式
会

社
と
な
っ
た
が
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）

に
は
す
べ
て

の
電
気
会
社
が
解
散
さ
れ
、

j 卯2
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ま
す
ま
す
国
家
統
制
が
強
化

し
て
東
北
配

電
株
式
会
社
と
な

っ
た
。

戦
時
中

は
軍
需
産
業

が
優
先

し
、
戦
後
も
供
給
能
力

の
低
下

か
ら
一
般
家
庭
へ
の
配

電
は

休
電

日
を
設
け
て
節
電
し
て
い
た
。
電

気

の
恩
恵
を
ふ
ん
だ
ん
に
享
受

し
始

め
た
の
は

昭
和
三
十

二
年
（
一
九
五
七
）
ご
ろ
か
ら
で
、
産
業

の
復
興
や
家
庭
電
化
の
普
及
で

電
力
需
要

が
急
伸
し
た
わ
け
で
あ
る
。

・

尚
、
日
詰
変
電
所
は
日
詰
字
東

畏
か
ら
牡
丹

野
に
移
転
し

、
昭
和
四
十
五
年
頃
は
盛
岡
か
ら
六
万
ボ
ル
ト
ニ
回
線

を
受
け
、
町
内

申

石
鳥
谷
、
大
迫
へ
八
回
線
に
し
て
電
圧
調
整

を
し
て
配

電
さ
れ
た
。

○

無
　
灯
　

戸
　

数

町
内
の
無
灯
戸
数
は

昭
和

三
十
一
年
（
一

九
五
六
）
四
月
現
在
で
九
十
六
戸
あ
り
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
八
月
現

在
で

は

三
十
九
戸
と
な

っ
た
。
各
地
区

の
無
灯
戸
数

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

表
七
一

一
八
　

無
灯
戸
数

昭
和
三
三
年
八
月
一
日

昭
和
三
〇
年
四
月
一
日

三
九

八
一

総
　

数

１ －

日
　

詰

二 二

古
　

館

五 九

水
　

分

九

二

六

志
　

和

六 二

赤
　

石

－ 三

彦
　

部

六
ヱ
（

佐

比

内

一
　一

一
九

赤
　

沢

－ 四

長
　

岡

Λ
町
制
要

覧
・
昭
和
三
十
・
三
十
三
年
度
版
よ
り
▽

j卯∂

町
内
で
た
だ
一
か
所
の
無
灯

部
落

の
山
屋
地
区

の
八
戸

は
ラ
ン
プ
生
活
で
あ

っ
た
が
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）

に
三
十
七
万

円
と
二
百
人
を
こ
え
る
人
夫

で
、
出
力
三
Ｋ
Ｗ

の
水
車
タ

ー
ビ
ン
自
家
発
電
を
取
り
付
け
た
が
落

差
が
少

な
く
電
圧
が
上
ら
ず
、
同

三

十
四
年
（

一
九
五
九
）

に
は
二
十
五
万
円

を
か
け
て
発
電
場
所

を
移
転
、
と
こ

ろ
が
同
三
十
七
年
（
一

九
六
二
）
秋
の
台
風

で
導
水
路

が
全
壊
、
つ
い

に
ラ
ン
プ
生
活

に
逆
も
ど
り
と
な

っ
た
が
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）

十
二
月
に
、
費
用
百
七
十
一
万
円
（
国

県
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の
補
助
三
十
万
円

・
融
資
二
十
万
円

・
残

り
は

二
戸
当
り
十
五
万
円

の
負
担
）

で

着
工
し
、
翌
年
一
月

に
完
成
し
て
町
内

の
無
灯
家
庭

が
完
全

に
消
滅
し
た
。

○

電
気
器
具
の
普
及
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
内

の
電
気
器
具
販
売
店
の
始
ま
り

に
日
詰

の
鈴
要
商
店
が
あ
り
、
昭
和
七
年

二

九
三
二
）

ご
ろ
か
ら
器
具
の
販

売
ば
か
り
で

は
な
く
、
小

学
校
運
動

会
等

に

拡
声
装
置
等

の
出
張
貸
出
を
し
た
（
当

店
主
談
）
。

ま
た
、
志
和
の
田

口
無
線
店
は

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
開
店
で
テ

レ

ビ
受
像
機
等

の
販
売
の
た
め

に
代

金
積
立
会

を
は
じ
め
て
、
白
黒
テ
レ

ビ
の
最

初

の
販

売
先

は

昭
和
三
十
三
年
（
一

九
五
八
）

に
阿
部
製
粉
店
、
カ
ラ

ー
ア
レ
ビ

の
販
売
先

は
昭
和
三
十
九
年
（
一

九
六
四
）

十
二
月

に
日
詰
駅
前

の
藤
滝
商
店
が

最
初

で
あ
っ
た
（
当
店
主
談
）
。

出
始

め
の
こ

ろ
の
白
黒
テ
レ
ビ
の
販
売
額
は
　
一

台
が
五
万
円
ぐ
ら
い
で
（

鈴

要
商
店
主
談
）
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
販
売
額
は
一
台
が
十
三
、
四
万
円
（
田
口
無

線
店
主
談
）

で
、
昭
和
二
十
八
年
（

一
九
五
二
）

ご
ろ
か
ら

は
電
気
洗
た
く
機
が

出
廻

り
、
一
台
が
二
万
九
千
円

位
（
田

口
無
線
店

主
談
）
で
あ

っ
た
。

図卜9　 日詰変電所（ 日詰字東裏 の当時）

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
七
月
の
町
勢
調
査
に
よ
る
と
電
気
器
具
の
普
及
率
は

電
気
洗
た
く
機
が
九
・
四
％
で
、
日
詰
地
区

が
二
四
・
七
％
の
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
電
気
掃
除
機
が
二
こ
三
％
、
扇
風
機
は
四
〇
何
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六

四
）
の
普
及
率
は
電
気
洗
た
く
機
が
五
八
％
、
電
気
冷
蔵
庫
が
三
六
・
八
％
で
あ
っ
た
。

j θ夕4
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表
七
１

一
九
　

岩
手
県
下

統
合
図

盛
岡
電
灯

大
正
一
〇
、
一
〇
、
一
開
業

電
灯
（

昭
和
三
ヽ

三
合
併
　
　
　
　

）

盛
岡

電
気
工
業

宮

古

電

気

刈

屋

電

気

小

川

電

気
（
大
正
九
、

岩
手

電
気
工

事

花

巻

電

気

盛

岡

電

気

釜

石

電

灯

遠
野
水
力
電
気

一
、
二
二

開
業

、
昭
和

二
二
、
一
二
合
併
）

岩

泉

電

気
（
大
正
四
、
七
、
一
八
開
業
、
昭
和
一
四
、
二
合
併
）

九
戸
水
力
電
気
（
大
正

九
、

ニ

ー、
二
五

開
業

、
昭
和
一
四
、
一
一
合
併
）

〔
参

考

資

料

〕
（

通

信

・
放

送

）

１２３

「
値
段
の
風
俗
史
」

朝
日

新
聞

社
刊
・
昭
和
五
十
七
年
三

月
発
行

町
内
各
郵
便
局
沿
革

誌
及
び
郵

便
局
長
饋

・
業
務
記
録
簿

昭
和
三
十
年
以
降
の
町
勢
要
覧

.Zθ夕5

（
東
北
地

方
電
気
事
業

史
よ
り
）

三
陸
水
電

大
槌
水
力
電
気

気
仙
水
力
電
気

三
陸

送
電

奥

羽

電

灯
’

万

能

ノ

虻

卜

二
七
票

）

大
正
元

一
『

二
〇
開
業

』

大
正

一
〇

、
一
二
合
併

明
治
三

八
、
九
、

一
二
開
業
）

大
正
二

、
七

、
一
〇

開
業

大
正

一
〇

、
一
二
合
併
　

）

大
正
二

、
一
、
一
開
業

大
正

二

、
三

合
併
　

）



現代第五 編　近代

４
　

大
正
二

二
子

十
四
、
五
年
の
日
詰
町
会
議
録
綴

５
　

大
正
三

十
五
年
・
昭
和
二
年
の
岩
手
日
報

６
　

紫
波
電
報
電
話
局
沿
革

誌

７
　

県
史
十
巻

８
　

広
報
し
わ
（
三

六
・
四
四

・
五
〇
・
五
七
・
一
〇

三
・
一
〇
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